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彼岸という言葉は、仏教の用語で「煩悩に満ちた現世である此岸（しがん）を離れ

て修業を積むことで煩悩を脱して、悟りの境地に達した世界（彼の岸）に到達する」

いう意味です。お彼岸にお墓参りをする風習は、日本だけの独特のものです。

お彼岸の中日である春分の日の意味は「自然を称え、生物を慈しむ」、秋分の日が

「先祖を敬い、亡くなった人々を偲ぶ」という意味をもっています。

その昔、西は「西方浄土」といわれ、仏様がいる極楽浄土の世界として、西に向かっ

て念仏すれば必ず往生されると信じられていました。そのため、太陽が真東から昇っ

て真西に沈む春分「彼岸」と「此岸（しがん）」がもっとも通じやすくなる秋分この日をお彼岸とするようになりました。

また、親類が亡くなってから、初めて迎えるお彼岸を「初彼岸（はつひがん）」といいます。

このように彼岸には春分の日の春彼岸と秋分の日の秋彼岸があり、それぞれを中

日として、前後の３日を合わせた７日間これが「お彼岸」と呼ばれる期間となります。

また、お彼岸の始まる日のことを「彼岸入り・彼岸の入り」といい、お彼岸が終わる

日のことを「彼岸明け・彼岸の明け」といいます。

私が今あるのはご先祖様のお陰です。 【白河支部】

皆で墓参り、受け継ぎしていきたい風習です。 株式会社ナルイ工業

「ありがとうございます。」 代表取締役 成井 正之

●工事担当者●
お子様も独立されて、御夫婦二人での快適な生活を送りたい

と希望されＬＤＫ浴室・洗面所・トイレのリフォームをご相談頂

きました。オール電化と床暖房を提案させて頂きました。

ＬＤＫとトイレ・洗面所を床暖房にされ 施工後 ”寒さ知らず

で 快適！”とおっしゃられた奥様のお顔を見るとうれしい限り

です。気にされていた光熱費もガス・が無くなり、かえって低料

金になり、何より灯油入れの煩わしさが無くなり、とても喜ばれ

ておられました。

これからもお客様にご満足頂ける様な仕事を

してまいりたいと思っております。

【白河支部】 有限会社 Ｓ Ｕ Ｅ 設 計

代表取締役 諏江 俊一

●お客様の声●
築２８年の我が家の、特にダイニングキッチンを中心とし

た水回りのリフォームを相談させて頂きました。

リフォームは、老後の生活スタイルをイメージして床暖房

などもご提案頂き、この冬は快適な朝を迎えることが出

来ています。
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有限会社加藤建具店

代表取締役加藤 武志

去る2月26･27日会津支部全員参加による茨城県の水戸･大洗方面へ

旅行に行ってきました（会津支部発足初）

二日間とも雲一つない晴天の下、まっ青な太平洋を眼下に眺む「大洗水

族館」、お土産を買い求める人でごった返しの「めんたいパーク」、満開の梅

と香りで迎えてくれた「偕楽園」を巡り、夕食は大洗名物の「あんこう鍋」に舌

鼓、現地の旬を五感で感じてきました。何より会員全員が参加できたことが、

一番の喜びで、最高の思い出となりました。

そんな旅先で、いつも組合員が口を揃えて言われることは「やっぱり会津の米が一番だなぁ～」と、何気なく出る言葉にどれだけ

の郷土愛と誇りを持っているか。この言葉を聞くたびに、会津に生まれ育った事に感謝し、忙しさに追われる日々も、また美味しい

お米を食べて頑張れます。

祖父の代から三代目として、25年建具職人をしていますが、会津のお米を誇るように自分の仕事を堂々と誇るには、まだまだ

なってはいません。それが出来たら最高の営業なんだろうなぁ～、 3年前に他界した先代に言われた事を思い出します。「お客様

の手の届かない所に手を貸す商売をしろ」と少しづつその言葉の意味を噛締めながらの毎日です。

これからもリフォーム組合とお客様を通じ、三歩進んで二歩下がるではないですが、少しづつ成長していきたいものです。

追伸、私事ですが、3月5～7日

念願だった兵庫県の姫路城と竹

田城、3月末には能登半島へと

旅行三昧の予定で、大変しみにし

ています。

また旅先で会津のお米と誇りを

味わってこようと思います。

～会津のお米と誇り～ 会津支部長
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